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3 の 4 倍以上にあたる数値である。その一日のネッ
ト利用時間のうち、LINE、Facebook、Twitter 等













































































































































































































































































































































































































































800 字以内とした。この分量の設定には NHK の「高
校放送コンテスト」の 1 分 10 秒以上 1 分 30 秒以内
（アナウンス部門）という規定を参考にした。長く
































































































































































































































































































































































対象 平成 25 年度樫内担当クラス分 
受講者数 前期：51 名 後期 51 名 
調査票提出者 前期：46 名 後期：36 名 
実施日 前期：平成 25 年 7 月下旬 
    後期：平成 26 年 1 月下旬 
形式：無記名 5 段階評価マークセンス方式 
   5：非常に思う 
 4：（そう思う）※11 

























































































査＜速報＞」平成 26 年 5 月 
※3 国立教育政策研究所高等教育研究部「大学生
の学習状況に関する調査について（概要）」平成 26
年 4 月 
※4 文部科学省「大学における教育内容の改革状
況について」平成 24 年 
※5 高等教育シンポジウム 2014 「学力像の転換
と大学入試改革―新しい高大接続のあり方を考える





































アソシエ 平成 23 年） 
成田秀夫、大島弥生、中村博幸編『大学生の日本語リテラ
シーをいかに高めるか―大学の授業をデザインする―』
（ひつじ書房、平成 27 年） 
C.ピーターソン、S.F.マイヤー、 M.E.P.セリグマン著『学
習性無力感―パーソナル・コントロールの時代をひらく理
論』（二瓶社 平成 12 年） 
マーティン・セリグマン著『ポジティブ心理学の挑戦』（デ
ィスカヴァー・トゥエンティワン 平成 26 年） 
 
 
